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百
本
の
A
A

口
融
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

/、

第
五
号

士二
四

日
本
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

中

村

忠

は

し

地f

き

本
論
で
は
、
日
本
の
合
繊
産
業
の
当
面
す
る
諸
問
題
の
う
ち
、
と
く
に
、
京
料
一
貫
の

H
総
合
化
学
型
u

へ
の
脱
皮
に
関
す
る
問
題
を

と
り
あ
げ
て
、
検
討
を
加
え
た
い
。

今
日
、
繊
維
の
諸
企
業
間
で
の
成
長
格
差
を
生
み
だ
す
茎
因
が
、
企
業
が
ど
の
よ
う
な
合
繊
部
門
壱
運
営
し
て
い
る
か
に
あ
る
こ
と
は
、

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦
後
、
後
進
国
に
お
け
る
綿
紡
の
発
達
、
織
維
輸
出
に
お
け
る
西
欧
諸
国
と
の
競
争
の
激
化
、
と
く
に
植
民
地

の
喪
失
、
あ
る
い
は
繊
維
間
競
合
の
激
化
、
と
く
に
天
然
繊
維
の
老
熟
化
、
技
術
革
新
の
進
行
と
い
う
諸
条
件
か
ら
、
既
存
繊
維
の
成
長

に
、
希
望
壱
い
だ
き
え
な
く
な
っ
た
日
本
の
繊
維
の
大
企
業
に
よ
る
、
合
繊
把
握
へ
の
動
き
は
、
東
洋
レ

l
ヨ

γ
の
ナ
イ
ロ
ソ
、
倉
敷
レ

干
ヨ

y
の
ビ
ニ
ロ
ン
の
成
功
を
契
機
に
し
、
と
く
に
既
成
繊
維
の
停
滞
が
顕
在
化
し
た
昭
和
三

0
年
代
、
い
ち
じ
る
し
く
積
極
化
し
た
。



だ
が
、
大
量
消
費
型
の
大
型
合
繊
ナ
イ
ロ
ン
の
生
産
に
は
、
す
で
に
昭
和
二
九
年
、
イ
ソ
ベ
ソ
タ
社
と
技
術
提
携
し
た
日
本
レ
イ
ヨ

γ
が

加
わ
り
、
東
レ
、
日
レ
の
二
社
に
よ
る
強
固
な
独
占
的
支
配
が
、
確
立
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
型
合
織
で
あ
る
ピ
エ
ロ

γ
で
も
、
倉
レ

の
ほ
か
、
昭
和
二
五
年
、
日
紡
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産
が
開
始
さ
れ
、
二
社
独
占
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
繊
維
の
大
企
業
は
、

そ
の
存
立
と
発
展
を
か
け
て
、
ナ
イ
ロ

γ
以
後
の
新
し
い
大
量
消
費
型
合
織
で
あ
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
ア
ク
リ
ル
、
ポ
リ
プ
ロ
の
把
握
品
」

め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
く
対
立
し
、
競
争
し
た
。

そ
し
て
、
最
近
、
ポ
リ
プ
ロ
を
最
後
に
、
大
量
消
費
型
の
新
し
い
合
織
の
出
現
は
、
高
分
子
理
論
の
現
状
か
ら
し
て
、
当
分
ま
ず
な
い

だ
ろ
う
と
の
見
透
し
が
立
て
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
既
存
の
大
型
合
織
、
と
く
に
ナ
イ
ロ

γ
、
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
の
把
握
に
立
ち
お
く
れ
て

い
た
繊
維
の
犬
企
業
が
、
原
料
転
換
・
プ
ロ
セ
ス
転
換
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
新
し
い
技
術
壱
導
入
し
て
、
い
っ
せ
い
に
既
存

の
大
量
消
費
型
合
繊
の
把
握
に
、
積
極
的
に
の
り
だ
し
て
き
だ
。
既
存
の
大
型
合
織
の
把
撞
に
立
ち
お
く
れ
た
繊
維
の
犬
企
業
に
よ
る
、

既
存
大
型
合
繊
把
謹
の
積
極
化
か
ら
、
合
織
を
め
ぐ
る
繊
維
の
大
企
業
問
で
の
競
争
と
対
立
は
、
ま
っ
た
〈
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
合
繊
部
門
の
運
蛍
に
必
要
な
原
料
化
学
部
門
寺
、
合
織
を
把
握
し
た
こ
れ
ら
の
日
本
の
繊
維
の
諾
企
業
が
、

そ
の
体
内
に
も
っ
て
い
た
か
。

そ
の
商
品
素
材
を
形
成
す
る
本
質
的
生
産
過
程
(
ポ
リ
マ
!
の
形
成
)
が
、
化
学
過
程
(
重
合
過

程
)
で
あ
り
、
化
学
的
装
置
が
、
基
本
的
な
労
働
手
段
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
化
学
工
業
に
分
類
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
、

そ
も
そ
も
、
合
繊
工
業
な
る
も
の
は
、

ー，
」

の
合
繊
部
門
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、
化
織
を
主
体
と
し
た
繊
維
の
大
企
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
合
繊
生
産
に
必
要
な
基
本
原
料
は
、
石

炭
化
学
、
石
油
化
学
、
カ
l
パ
イ
ド
・
ア
セ
チ
レ
ソ
化
学
な
ど
、
化
学
の
基
幹
部
門
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
合
織
を
把
握
し
た

企
業
は
、
旭
化
成
、
新
日
本
窒
素
、
鐘
淵
化
学
の
三
社
壱
除
い
て
、
い
づ
れ
も
従
来
自
己
の
体
内
に
、
原
料
化
学
部
門
を
も
っ
で
い
な
か

日
本
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
ワ
い
て

第
九
十
四
巻

ノ、

第
五
号

七
五



日
木
の
合
繊
庄
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

第
五
号

七
六

っ
た
。
そ
し
て
、
合
繊
生
産
に
必
要
な
原
料
化
学
部
門
巻
、
自
己
体
内
に
建
設
す
る
に
は
、
莫
大
な
資
金
と
、
高
度
の
化
学
技
術
の
蓄
積

が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
原
料
提
供
者
と
し
て
、
既
存
の
化
学
部
門
(
化
学
企
業
〕
を
利
用
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
繊
維
の
大

企
業
が
、
合
織
の
生
産
に
の
り
だ
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
原
料
受
渡
関
係
か
ら
、
合
織
を
把
握
し
た
繊
維
の
大
企
業
と
、
化
学
の
大
企
業

と
の
悶
に
、
グ
ル
ー
プ
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。
最
近
の
ナ
イ
ロ
ソ
、
ポ
り
エ
ス
テ
ル
、
ア
ク
リ
ル
の
原
料
受
波
関
係
を
図
示
す
る
と
、
第
一

t
三
図
の
如
く
で
あ
る
。
筒
、
単
に
、
こ
の
=
一
図
の
関
係
線
号
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

呉

羽

紡

績

』

l
l
J
(パ
デ
イ
y
J
γ

ュ
法
)

t
リ
け
住
友
化
学

係

帝

人

¥

問

f

(

イ
ソ
ベ
ソ
タ
直
酸
法
〕

山

町

/

ふ

三

菱

化

成

一
m
A

，

、

ぼ

旭

化

成

J

/

¥

J
、

キ

ノ

弘

、

、

保

一

一

V
A
ハ〆〉ハ

(
j
部
直
限
法

J

こ

¥

y

-

イ
ソ
ベ
ゾ
タ
直
酸
法
」

ん
げ
鐙
淵
紡
封
、

¥
-
M宇
部

興

産

ブ

;

恒

‘

一

¥

〔

フ

ぷ

ノ

l
ル
決
)

一

、

、

東

亜

合

成

第

日

本

レ

イ

ヨ

ヘ

¥¥

へ

P
N
C
法

J

¥

r

フ
L

ノ
l

ル決」

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
「
l
i
-
-
h
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
一

ま
ず
ナ
イ
ロ

Y
か
ら
み
る
。
東
祥
レ
I
ヨ
ソ
は
、
ヲ
グ
タ
ム
を
自
給
す
る
ほ

か
、
東
亜
合
成
と
の
問
に
、
ヲ
ク
タ
ム
の
供
給
関
係
を
結
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、

第
一
図
の
関
係
線
で
は
、
東
洋
レ
I
ヨ
Y

の
原
料
供
給
関
係
は
、
従
来
と
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
関
係
線
の
表
面
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
に
立
ち
入
る
と
、
東
洋
レ
l

ヨ
γ
が
、
白
社
開
発
し
た
P
N
C
法
の

工
業
化
か
ら
、
こ
の
F
N
C
法
が
、
従
来
の
フ
ェ
ノ

l
ル
法
に
代
替
す
れ
ば
、

従
来
の
フ
ェ
ノ

l
ル
法
に
よ
る
三
井
化
学
・
三
井
石
川
化
学
(
プ
ェ
ノ
ル
ー

東
車
合
成
(
ア
ノ
シ
)
は
、
重
大
な
影
響
を
=
つ
け
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

日
本
レ
イ
ヨ

Y

は
、
こ
れ
ま
で
宇
部
興
産
と
、
ラ
グ
タ
ム
の
独
占
的
供
給
契

約
を
結
ん
で
い
た
が
、
最
近
イ

γ
ベ
γ
タ
若
か
ら
、
イ

γ
ベ
y
タ
直
接
酸
化
法

を
導
入
す
る
と
、
そ
の
特
許
権
の
実
施
号
、
宇
都
興
産
の
ほ
か
、
三
菱
化
成
に

も
あ
た
え
た
。
そ
し
て
、
宇
部
興
産
と
の
独
占
供
給
契
約
を
解
除
し
、
宇
部
興
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戸

¥

ソ

ハ
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オ

法

J

W

/

/

一
ェ
チ
レ
γ
ア
セ
チ
レ
ン
併
産
法
-

Y

J

/

ノ
ア
セ
チ
レ
ソ
・
背
殴
法
三

れ
い
日
本
品
ク
ス
ラ

y
l
i
lイ
イ
斗
住
主
化
学

一

羽

セ

チ

レ

ソ

・

青

酸

法

U

弟

三

菱

ポ

ソ

キ

変

化

成

ρ

イ
オ
法
)

化

成

加1

イh

産
と
三
蓑
化
成
か
ら
、
商
業
ベ
ー
ス
で
、
ヲ
グ
タ
ム
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
宇
部
興
産
は
、
日
本
レ
イ
ヨ

γ
と
の
独
占
的

第二図

帝

供
給
契
約
の
解
除
か
ら
、
一
フ
ク
タ
ム
を
日
本
レ
イ
ヨ

y
以
外
の
会
社
に
も
、
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
発
の
帝
人
、

旭
化
成
と
、
新
た
に
ラ
ク
タ
ム
を
供
給
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
だ
が
、
こ
の
宇
都
興
産

n
帝
人
・
旭
化
成
の
ラ
グ
タ
ム
供
給
関
係
は
、
契

約
期
間
一
ヶ
年
で
、
必
ず
し
も
安
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
供
給
契
約
の
内
容
を
み
る
と
、
宇
部
興
産
は
、
帝
人
、
旭
化
成
に
、
ヲ

グ
ラ
ム
の
輸
入
価
格
壱
、
ま
た
、
三
菱
化
成
が
、
同
じ
後
発
の
鐘
紡
に
供
給
す
る
ラ
グ
タ
ム
価
格
を
上
廻
ら
な
い
価
格
で
、
ラ
グ
タ
ム
を

日
本
の
令
織
産
業
に
お
け
る
若
エ
の
阿
国
点
仁
つ
い
て

節
九
十
四
巷

/、
四

第
五
号

七
七



日
本
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

/、
五

第
五
号

tコ
ノ¥

供
給
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
よ
う
ピ
、
受
入
企
業
で
あ
る
帝
人
・
旭
化
成
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
有
利
な
供
給
価
格
の
条
件
に
も

一
年
と
い
う
契
約
期
間
を
主
張
し
止
。
と
い
う
の
も
、
将
来
、
安
い
輸
入
ラ
ク
タ
ム
の
輸
入
な
り
、

か
か
わ
ら
ず
、
帝
人
・
旭
化
成
が
、

あ
る
い
は
、
よ
り
低
コ
ス
ト
の
新
し
い
。
プ
ロ
セ
ス
の
出
現
に
そ
な
え
て
、
ラ
グ
タ
ム
の
供
給
契
約
宇
一
、
長
期
間
固
定
化
し
て
お
か
な
い
方

が
有
利
だ
と
、
受
入
企
業
の
側
で
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

住
友
化
学

u
呉
羽
紡
・
帝
人
で
は
、
住
友
化
学
は
、
パ
デ
ィ
ッ

V
L
仲
間
に
よ
る
ラ
グ
タ
ム
製
造
に
の
り
だ
し
、
同
系
の
呉
羽
紡
に
供
給

ず
る
以
外
に
、
帝
人
に
も
、
と
の
パ
デ
ィ
ッ

V

ュ
法
ラ
ク
タ
ム
を
供
給
す
る
計
画
壱
お
し
す
す
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
は
、
住

友
化
学
・
帝
人
・
呉
羽
紡
の
三
社
共
岡
山
資
〔
資
本
金
四
億
円
〕
に
よ
る
、
新
居
浜
製
造
所
に
隣
接
し
て
、
ラ
ク
タ
ム
工
場
の
建
設
と
い
う

形
で
具
体
化
し
た
。
だ
が
、
帝
人
は
、
と
の
パ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
法
が
、
東
レ
の

P
N
C
法
、
日
レ
の
イ
y
ベ
γ
タ
直
酸
法
に
比
ベ
て
、
必
ず

し
も
技
術
的
に
優
れ
て
い
な
い
と
評
価
し
て
、
こ
の
バ
デ
ィ
ザ

γ
ュ
法
ラ
ク
タ
ム
ア
上
場
の
新
設
に
は
、
消
極
的
で
あ
っ
た
コ

つ
ぎ
在
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
(
テ
ト
ロ
ン
)
に
つ
い
て
み
る
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
生
産
に
、
現
在
、
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
原
料
は
、

ポ
リ
ユ
チ
レ

γ
テ
レ
フ
タ
レ
l

ト
で
あ
る
。
そ
の
粗
原
料
と
し
て
は
九
テ
レ
フ
タ
ル
酸
、
少
し
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
用
い
ら
れ
る
。
エ
チ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
多
く
は
、
石
油
ガ
ス
か
ら
え
ら
れ
る
も
の
壱
使
用
し
、
そ
の
生
産
下
程
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
問
頴
が
な
い
。
テ
レ
フ
タ

ル
酸
の
製
造
に
は
、
無
水
フ
タ
ル
酸
を
原
料
、
と
す
る
へ

γ
ケ
ル
法
上
ペ
パ
ラ
キ
シ
V
Y
J
伊
空
気
酸
化
す
る
S
D
法
が
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
帝
人
が
、
所
要
テ
レ
フ
タ
ル
酸
の
一
部
を
白
給
す
る
ほ
か
、
帝
人
は
、
丸
善
石
油
化
学
か
ら
、
東
レ
は
、
丸
善
石

油
化
学
な
ど
四
社
か
ら
、
原
料
供
給
を
苧
つ
け
て
き
た
が
、
後
発
の
出
現
か
ら
、
こ
の
原
料
供
給
関
係
は
、
い
ち
じ
る
し
く
複
雑
化
し
て
い
る
。

後
発
の
競
争
に
そ
な
え
て
、
帝
人
は
、
無
水
フ
タ
ル
酸
を
原
料
と
す
る
へ

Y

ケ
ル
法
を
改
良
し
て
、
直
接
重
合
法
技
術
壱
開
発
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
忙
、

ハ
I
キ
ュ
レ
ス
社
(
米
)
か
ら
、
パ
ラ
キ
シ
レ
ン
よ
り
一
ア
レ
フ
タ
ル
酸
を
へ
ず
に
、

D
M
T
を
製
造
す
る
イ
ム
ハ
ウ
ゼ



ン
法
D
M
T
製
造
技
術
を
導
入
し
た
。
こ
う
し
て
、
帝
人
の
テ
ト
ロ
ン
原
料
は
、
川
テ
レ
フ
タ
ル
酸
購
入
に
よ
る
I
C
I
法
、

M
W
無
水
フ

供
さ
れ
る
。

タ
ル
酸
の
購
入
に
よ
る
へ

Y

ケ
ル
法
日
直
接
重
合
法
、
付
バ
ラ
キ
ジ
レ
ン
を
原
料
と
す
る
イ
ム
ハ
ム
ソ
ゼ

γ
法
の
一
一
一
つ
の
・
プ
ロ
セ
ス
か
ら
提

こ
の
さ
い
問
題
は
、
直
接
重
合
技
術
の
改
善
、
現
在
の
四
段
階
法
で
あ
る
イ
ム
ハ
ウ
ゼ

γ
法
の
二
段
階
法
の
完
成
に
あ
る
が
、

将
来
、
刷
、
仰
に
、

テ
ト
ロ
ン
原
料
部
門
の
重
点
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
も
後
発
に
そ
な
え
て
、
直
接
重

合
法
の
具
体
化
に
の
り
だ
し
た
。

こ
の
東
洋
v
I
ヨ
Y

の
直
接
重
合
法
は
、
三
菱
化
成
と
の
ト
ル
オ
ー
ル
壱
出
発
原
料
と
す
る
テ
レ
フ
タ

ル
酸
の
製
造
技
術
で
あ
る
、
第
一
一
ヘ
ソ
ケ
ル
法
に
関
す
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
ロ
そ
し
て
、
三
菱
化
成
の
こ
の
第
二
へ
ン
ケ
ル
法
に

よ
Z
高
純
度
テ
レ
フ
タ
ル
酸
は
、
東
洋
レ

l
ヨ
γ
以
外
に
は
、
販
売
で
き
な
い
。

こ
う
じ
た
先
発
二
社
の
動
き
に
対
し
て
、
後
発
三
社
は
、
原
料
一
ア
レ
フ
タ
ル
酸
が
比
較
的
市
場
性
が
あ
り
、
と
く
に
石
油
化
学
の
設
備

拡
大
か
ら
、
原
料
供
給
能
力
が
増
大
し
、
石
油
化
学
企
業
が
、
相
競
っ
て
、
原
料
供
給
先
の
確
保
に
の
り
だ
し
て
き
て
い
る
現
状
で
、
設

備
投
資
の
資
本
効
率
を
高
め
た
い
と
の
意
向
か
ら
、
紡
糸
化
工
程
以
降
に
重
点
的
に
投
資
し
、

D
M
T
の
製
造
プ
ロ
セ
λ

は
、
既
存
の
化

学
部
門
壱
利
用
し
、
原
料
供
給
部
円
で
あ
る
化
学
企
業
が
担
当
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
生
産
に
の
り
だ
し
て
い
る
。

ア
ク
リ
ル
繊
維
も
、
そ
の
主
要
原
料
で
あ
る
ア
ク
リ
ル
-
一
ト
リ
ル
が
、
従
来
の
ア
セ
チ
レ
ソ
・
青
酸
法
か
ら
、

ソ
ハ
イ
オ
法
(
プ
ロ
ピ

レ
ン
法
)
に
、
原
料
転
換
・
プ
ロ
セ
月
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
、
旭
化
成
で
は
、

ソ
ハ
イ
オ
法
の
具
体
化
か
ら
、

ア
ク
リ
ル
で
唯

つ
の
、
原
料
か
ら
糸
ま
で
の
一
貫
体
制
を
か
た
め
つ
つ
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、
今
日
で
は
、
既
存
の
大
型
合
織
の
把
握
に
立
ち
お
く
れ
た
繊
維
企
業
に
よ
る
既
存
大
型
合
繊
把
握
の
積
極
化
か
ら
、
合

織
を
め
ぐ
る
繊
維
の
大
企
業
間
で
の
競
争
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
繊
維
原
料
提
供
者
で
あ
る
化
学
部

化
学
の
大
企
業

門
で
も
、
住
友
化
学
会
デ
ィ
ァ
ジ
ュ
法
)
、
三
菱
化
成
(
イ
y
ベ
ン
タ
直
駿
法
)
が
、

ラ
ク
タ
ム
製
造
に
の
り
だ
す
な
ど
、

日
本
の
合
融
産
業
に
お
け
る
昔
午
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

一一六六

第
五
号

七
九



、

h
E

弘
u

-

第

五

号

凡

O

¥

い九訟
1

も
、
合
紘
原
料
壱
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
く
対
立
し
、
競
争
し
、
合
繊
部
門
の
再
編
成
の
波
紋
が
、
化
学
部
門

K
巳
T
犬
巾
に
ひ
ろ
が
っ
て
い

日
本
の
A
H紘
産
業
に
お
け
る
若
下
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
谷

ノ、
七

る
そ
こ
で
、
こ
の
急
テ
Y

ポ
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
原
料
系
列
化
の
再
編
成
の
特
徴
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
み
る
。

紡
糸
工
場
(
合
繊
企
業
〉
と
原
料
供
給
工
場
八
化
学
企
業
)
と
の
生
産
規
模
は
、

一
、
従
来
の
特
定
の
独
占
的
供
給
関
係
に
お
い
て
は
、

一
貫
性
を
も
っ
て
い
た
Q

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
こ
の
独
占
的
供
給
体
制
が
く
ず
れ
た
。
そ
の
結
呆
、
原
料
供

給
工
場
(
化
学
企
業
)
と
紡
糸
工
場
(
合
繊
企
業
〕
と
の
聞
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
一
貫
性
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
ぎ
た
G

二
、
従
来
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
石
油
化
学
の
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
へ
の
転
換
な
と
、
基
礎
原
料
化
学
部
門
の
技
術
的
発
展
が
、
急
テ
ン
ポ
に

進
行
し
、
ま
た
合
繊
そ
の
も
の
に
も
、
技
術
的
発
展
の
可
能
性
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
今
日
で
は
、
原
料
系
列
に
よ
る
結
び
つ
き
は
、

必
然
的
に
結
び
つ
き
、

単
純
な
関
係
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
必
ず
し
も
固
定
的
で
は
あ
9
え
な
い
。

三
、
こ
の
原
料
系
列
化
で
は
、
働
き
か
け
の
主
体
は
、
繊
維
企
業
の
側
に
あ
り
、
化
学
企
業
が
、
合
繊
原
料
部
門
を
準
備
す
る
と
い
う

関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
1
、
こ
の
原
料
系
列
の
再
編
成
で
の
イ
一
一

γ
ァ
ル
は
、
完
全
に
合
繊
企
業
の
掌
中
に
あ
り
、
化
学
企
業
は
、
合
繊

企
業
の
動
向
に
左
右
さ
れ
て
い
る

凶
、
ま
た
、
こ
の
原
料
系
列
の
再
編
成
は
、
合
繊
企
業
の
自
己
ジ
ヱ
ア
の
払
大
と
競
争
力
の
強
化
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
乙
の
原

料
系
列
の
再
編
成
は
、
財
閥
的
系
統
、
融
資
系
列
の
枠
を
こ
え
て
、
進
行
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
以
上
に
み
た
如
く
、
化
繊
壱
主
体
と
し
た
繊
維
企
業
が
、
主
と
し
て
繊
維
化
の
段
階
以
後
を
掌
握
し
、
原
料
化
学
部
門
は
、



既
存
の
化
学
部
門
(
化
学
企
業
)
を
利
用
す
る
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
、
合
繊
生
産
が
運
営
さ
れ
て
き
た
⑫

の
合
繊
生
産
は
、
果
し
て
一
般
的
な
タ

f
プ
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
日
本
独
自
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

X
一
事
〉
、

+
I
H

，刀

と
の
よ
v

つ
な
タ
イ
デ

一
般
に
、
合
繊
部
門
壱
掌
握

し
て
い
る
企
業
は
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

化
学
企
業
。
毛
ノ
マ
ー
か
ら
、
最
終
製
品
で
あ
る
糸
ま
で
、
一
貫
し
て
生
産
す
る
形
態
を
と
り
、
合
繊
部
門
は
、
化
学
企
業
の
経

営
多
角
化
の
一
環
と
し
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ロ
ヨ
)
ロ
F

Q
呂
田

E
Eロ
P
I
c
-
な
と
、
そ
の
典
型
的
な
企
業
で
あ
る
。

A 

化
学
と
繊
維
(
主
と
し
て
化
繊
)
の
企
業
の
合
作
企
業
が
、
主
と
し
て
繊
維
化
工
程
を
担
当
す
る
。
B
N
S
(
I
C
1
と
れ
。

E
E巳
世

的
共
同
州
資
〕
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
代
表
的
な
企
業
で
あ
る
。

B C 

繊
維
(
主
と
し
て
化
紘
」
企
業
。
日
本
の
合
繊
企
業
の
殆
ど
大
部
分
が
、
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、

ω合
織
の

原
料
化
学
部
刊
の
掌
握
、
原
料
か
ら
糸
ま
で
一
貫
し
て
生
産
す
る
A
タ
イ
プ
へ
の
脱
皮
を
は
か
る
企
業
と
、
仙
川
原
料
を
化
学
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
、
主
と
し
て
紡
糸
工
程
以
降
だ
け
を
掌
握
す
る
企
業
と
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
欧
米
の
諸
国
別
に
、
ま
た
繊
維
別
に
、
ど
の
よ
う
な
h

タ
イ
プ
の
企
業
が
、
主
と
し
て
そ
の
合
繊
部
門
を
担
当
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
み
て
み
よ
う
の

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
ア
ク
リ
ル
の
い
ず
れ
も
、

A
タ
イ
プ
で
あ
り
、
と
く
に
デ
ム
ポ
y
の
シ
ェ
ア
は
、

五
O
j
l
ハ
O
V
A
と
、
き
わ
め
て
大
き
い

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
は
、
I
C
I
の
一
社
独
占
で
あ
り
、
原
料
か
ら
繊
維
ま
で
の
一
貫
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
ポ
リ
ア
ミ

ド
で
は
、
B
タ
イ
プ
の
B
N
S
の
一
社
独
占
で
、
基
礎
原
料
か
ら
繊
維
原
料
ま
で
、
親
会
社
I
C
I
が
供
給
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
自
給

体
制
壱
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
企
業
で
は
、
化
学
企
業
で
あ
る
I
C
I
が
、
イ
一

V
ァ
ル
を
と
り
、
む
し
ろ
化
学
企
業
に
よ
る
合

第
五
号

日
本
の
合
蹴
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

/、
ノ一、

/に

4 



日
木
の
A
ロ
融
産
業
に
お
け
る
若
手
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
醤

九

第
主
号

J'、

繊
生
産
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
近
い
ω

ア
グ
リ
ル
は
、
化
繊
企
業
で
あ
る
門

2
1
E
E
昨
社
と
、

y
メ
リ
カ

QMO自
耳
目
ロ
凸
の
子
会
社

ロ
目
。
目
再

E
ロ
品
社
が
牛
産
し
、
原
料
は

I
C
ー
か
ら
購
入
す
る
か
、
ま
た
は
輸
入
に
依
存
し
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
は

全
く
生
産
事
情
が
異
っ
て
い
る
。
結
局
失
敗
に
終
っ
た
が
、

I
C
I
と
ロ

E
1
m
E
E
昨
社
と
の
合
併
へ
の
動
き
は
、
ア
ク
リ
ル
の
原
料

か
ら
糸
ま
で
の
、

-
貫
生
産
へ
の
指
向
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ

γ
ス
で
は
、
合
繊
部
門
の
掌
撞
は
、

C
タ
イ
プ
か
ら
始
ま
っ
た
。
ポ
リ
ア
ミ
ド
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
は
、
化
繊
企
業
同

F
o
P
R
O
Z
社、

ア
ク
リ
ル
は
門
司
ぢ
司
社
に
よ
っ
て
、
生
産
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
社
は
、
一
九
六
一
年
七
月
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
部
門
を
も
っ

4
旦

21

t
ロ。
E
p
n
J『
〉

と
と
も
に
、
化
学
企
業
同

r
E
H
U
E
-自
の
に
統
合
さ
れ
、
原
料
か
ら
繊
維
ま
で
の
一
貫
体
制
に
移
行
し
た
。
そ

し
て
、
ア
ク
リ
ル
の
一
部
を
除
き
(
ロ
富

1
2
5切
明

E
R
O
)、
何
百
ロ
伶
吋

S
F
R
が
、
フ
ラ
ン
λ

の
合
繊
産
業
を
、
独
占
的
に
支
配
す

る
に
い
た
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
化
学
の
マ
Y

モ
マ
ハ
独
占
が
、
合
繊
設
備
の
大
部
分
を
保
有
し
、
一
社
独
占
の
色
彩
が
、
き
わ
め
て
強
い

の
に
対
し
て
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ヤ
で
は
、
い
ず
れ
も
、
化
学
企
業
と
化
繊
企
業
と
が
、
合
繊
部
門
を
把
握
し
、
お
の
お
の
の
タ
イ
プ

で
、
そ
の
合
繊
施
設
の
保
有
比
率
に
、
大
し
た
聞
き
が
な
い
。
む
し
ろ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
化
繊
企
業
が
、
合
繊
部
門
の
把
握
に
の

H
だ

し
た
方
の
割
合
が
大
き
い
。

要
す
る
に
、
合
織
を
把
握
し
た
欧
米
の
企
業
で
は
、
化
学
企
業
が
、
原
料
か
ら
糸
ま
で
の
一
貫
生
産
壱
行
う
タ
イ
プ
が
、

一
番
主
な
タ

イ
プ
で
あ
り
、

ヨ

l
ロ
グ
パ
で
は
、
こ
の
タ
イ
プ
へ
の
移
行
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
化
学
と
繊
維
の
合
作
企
業
で
は
、

B
N
S
の
よ
う

に
、
化
学
企
業
が
イ
ニ
シ
ア
ル
を
と
り
、

A
タ
イ
プ
へ
の
接
近
指
向
が
、
強
く
作
用
し
て
い
る
。

目
本
で
も
、
か
つ
て
、
日
室
が
、
化
繊
部
門
の
掌
撞
か
ら
、
延
岡
の
ア
ソ
モ
ニ
ア
合
成
工
場
を
、
こ
の
化
繊
部
門
の
原
料
化
学
部
門
と



し
て
再
編
成
し
た
よ
う
に
ト
化
繊
の
よ
り

w
繊
維
型
H

か
ら
、
よ
り
v
化
学
型
“
に
移
行
し
た
合
織
で
も
、
原
料
化
学
部
門
壱
把
揮
し
た

化
学
の
大
企
業
に
よ
る
、
原
料
か
ら
糸
ま
で
を
一
貫
し
て
生
産
す
る
、

A
タ
イ
プ
へ
の
上
昇
化
志
向
が
、
当
然
問
題
と
な
る
。
だ
が
、
分

解
・
合
成
の
原
料
化
学
部
門
の
把
握
か
ら
、
さ
ら
に
高
分
子
物
利
用
部
門
の
合
繊
部
門
壱
掌
握
し
よ
う
主
す
る
、
と
の
'
h
昇
化
志
向
の
実

現
は
、
日
本
の
化
学
の
大
企
業
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
閃
難
な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
化
学
の
犬
企
業
に
上
る
、
合
繊
部
門
へ
の
直
接

進
出
は
、
こ
れ
ま
で
み
う
け
九
一
れ
な
い
。
と
と
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
化
学
の
犬
企
業
が
、
直
接
合
織
を
担
握
し
て
い
な
い
の
は
‘

つ
ぎ
の
理
由
に
よ
呂
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
化
学
企
業
に
、
と
っ
て
、
繊
維
化
の
プ
ロ
セ
ス
以
後
の
工
程
は
、
モ
ノ
マ
l
の
合

成
、
ポ
リ
マ

I
の
形
成
と
い
う
化
学
の
プ
ロ
セ
ス
〉
一
は
、
ま
っ
た
く
異
質
の
そ
れ
で
あ
h
、
こ
れ
ま
で
繊
維
の
技
術
的
蓄
積
が
な
い
o

ま

た
、
経
済
的
に
成
り
た
っ
た
め
要
求
さ
れ
る
量
産
化
か
ら
、
こ
の
繊
維
部
門
の
建
設
に
は
、
ば
く
だ
い
な
設
備
投
資
壱
必
要
と
す
る
が
、

企
業
の
経
営
規
模
の
点
か
ら
み
て
、
白
木
の
化
学
企
業
は
、
化
合
繊
企
業
壱
さ
ら
に
一
廻
り
小
さ
く
し
た
、
規
模
し
か
も
勺
て
い
な
い
。

き
ら
に
、
そ
の
製
品
市
場
は
、
す
で
に
繊
維
の
大
企
業
に
よ
っ
て
、
独
占
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
な
ど
に
あ
弓
う
。

ま
た
、
原
料
化
学
部
門
と
合
繊
部
門
、
r
一
の
有
機
的
結
合
u
原
料
か
ら
糸
ま
で
の
一
貫
化
が
、
欧
米
の
合
繊
産
業
で
の
一
般
的
傾
向
で
あ

る
の
に
、
日
本
の
後
発
メ
ー
カ
ー
で
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
後
向
き
の
姿
勢
で
あ
る
C
の
伺
タ
イ
プ
を
ー
と
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
い
っ

た
動
き
を
、
後
発
メ
ー
カ
ー
が
と
っ
て
い
る
理
由
は
、
何
処
に
あ
る
の
か
。
日
本
の
合
繊
原
料
は
、
原
料
部
門
を
担
当
す
る
日
本
の
化
学

工
業
諸
部
門
の
構
造
的
な
弱
さ
か
ら
、
そ
の
コ
ス
ト
が
、
国
際
的
に
割
高
で
あ
っ
て
も
、
化
学
を
マ

γ
モ
ス
独
占
体
が
支
配
す
る
欧
米
と

異
り
、
乱
立
し
た
原
料
化
学
部
門
の
諸
企
業
が
、
激
し
い
販
売
先
獲
得
競
争
壱
展
開
し
、
む
し
ろ
原
料
巷
安
い
価
格
で
獲
得
で
き
る
現
状

な
の
で
、
す
で
に
量
産
体
制
壱
と
っ
た
先
発
に
対
抗
し
、
投
資
効
率
を
高
め
る
に
は
、
紡
糸
工
程
以
降
に
重
点
投
資
し
た
方
が
、
有
利
で

あ
る
と
の
考
え
か

ιで
あ
ろ
う
。

日
咋
の
合
識
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
コ
い
て

第
九
十
四
巻

七。
第
五
号

"、



日
本
の
合
織
産
業
に
お
け
る
十
有
十
の
間
垣
点
に
ツ
い
て

第
九
十
四
巻

七

第
五
号

ノ¥
凹

し
か
し
、
合
繊
部
門
と
原
料
化
学
部
門
と
の
結
合
関
係
は
、
た
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を
担
当
す
る
企
業
が
、
長
期
の
原
料
受
渡
関

係
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
、
合
織
を
営
む
繊
維
の
大
企
業
が
、
自
ら
原
料
化
学

部
門
を
掌
握
し
、
原
料
か
ら
糸
ま
で
の
一
貫
生
産
の
体
系
化
に
の
り
だ
し
て
き
た
Q

そ
し
て
、
合
織
の
把
握
か
ら
、
積
極
的
に
原
料
化
学

部
門
を
掌
握
し
、
糸
か
ら
原
料
へ
と
、
下
降
化
す
る
発
展
方
向
壱
指
向
す
る
繊
維
の
大
企
業
、
つ
ま
り
C
の
め
の
タ
イ
プ
が
、
日
本
の
合

繊
産
業
で
、
そ
の
イ
ニ
ジ
ァ
ル
を
握
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
東

ν
、
帝
人
が
、
後
発
メ
ー
カ
ー
の
出
現
か
ら
、
原
料
化
学
部
門
の
掌
握

に
、
よ
り
い
っ
そ
う
積
極
的
に
歩
み
だ
し
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

合
繊
の
製
造
工
程
は
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω出
発
原
料
か
ら
モ
ノ
マ

l

(
単
量
体
〕
の
製
造
工
程
、
同
意
合

に
よ
る
ポ
リ
マ

l

「
高
分
子
物
J

の
製
造
工
程
、
川
門
高
分
子
物
を
繊
維
状
に
加
工
す
る
工
程
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
合
織
の
紡
糸
工

程
は
、
す
で
に
化
繊
の
一

O
分
の
一
と
、
徹
底
的
に
合
理
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
繊
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
Y

は
、
紡
糸
工
程
以
降
、

合
理
化
に
は
、
あ
ま
り
期
待
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
合
繊
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
の
必
須
課
題
は
、
コ
ス
ト
の
五

O
%前
後
を
占
め
る
基

本
原
料
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
料
コ
ス
ト
の
山
引
下
げ
は
、
モ
ノ
マ

l
の
形
成
、
ポ
リ
マ

1
の
製
造

の
二
土
程
に
あ
る
、
こ
の
二
工
程
を
把
握
し
て
こ
そ
、
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
採
用
に
よ
る
原
料
コ
ス
ト
低
下
に
よ
る
利
益
壱
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
期
待
で
き
る
Q

と
と
ろ
が
、
従
来
、
日
木
の
繊
維
企
業
は
、
合
繊
部
門
壱
掌
握
し
た
と
い
っ
て
も
、
主
と
し
て
、
高
分
子
物
を
繊
維

状
に
加
工
す
る
工
程
、
つ
ま
り
、
溶
融
・
紡
糸
工
程
以
後
を
担
当
し
、
せ
い
ぜ
い
一
部
が
、
重
合
目
プ
ロ
セ
ス
壱
把
握
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
こ
で
は
、
原
料
化
学
部
門
で
の
、
原
料
転
換
・
プ
ロ
セ
ス
転
換
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
超
過
利
潤
の
大
部
分
は
、
原
理
論
的
に
は
、

原
料
化
学
部
門
を
担
当
す
る
化
学
企
業
に
、
帰
属
し
て
し
ま
う
。
合
繊
企
業
が
、
は
げ
し
く
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
繊
維
の
大
企
業
聞
の
競

争
で
、
優
位
性
壱
確
保
じ
、
競
争
に
打
勝
つ
に
は
、
ど
う
し
て
も
他
の
合
繊
企
業
に
さ
き
が
竹
て
、
原
料
化
学
部
門
壱
掌
握
す
べ
き
ど
、
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日
本
の
合
総
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

七

第
五
号

ノ又
ノ、

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

束
レ
で
は
、
従
来
の
フ
ヱ
ノ
l

ル
法
に
加
え
て
、
将
来
こ
れ
に
代
る
、

P
N
C
法
の
採
用
か
ら
、
カ
プ
ロ
ラ
グ
タ
ム
は
、
完
全
な
自
給

体
制
を
と
と
の
、
え
た
Q

帝
人
は
、
自
社
開
発
し
た
直
接
重
合
法
、
ハ
ー
キ
ュ
レ
ス
社
の
イ
ム
ハ
ウ
ゼ

γ
法
の
採
用
か
ら
、
テ
ト
ロ
ン
原
料

一
挙
に
一
六
・
一
%
か
ら
、
六
五
%
に
高
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
リ
ル
繊
維
の
旭
化
成
は
、
ソ
ハ
イ
オ
法
の
採
用

か
ら
、
ア
グ
リ
ル
一
一
ト
リ
ル
の
完
全
自
給
化
に
入
る
。
こ
の
ほ
か
、
ピ
ユ
ロ
Y

で
は
、
倉
敷
レ
イ
ヨ

y
が
、
す
で
に
原
料
ポ
パ
ー
ル
を
、

の
自
給
率
は
、

完
全
に
自
給
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
繊
維
原
料
部
門
を
把
握
し
た
繊
維
の
大
企
業
は
、
さ
ら
に
総
合
的
な
化
学
企
業
タ
イ
。
フ
へ
の
脱
皮
を
志
向
し
、
始
動
し

て
い
る
。
そ
の
発
展
方
向
に
は
、
二
つ
の
指
針
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
繊
維
原
料
部
門
を
把
撞
か
ら
、
さ
ら
に
基
礎
原
料
部
門
の
掌
握
を
志
向
し
、
基
礎
原
料
部
門
に
ま
で
下
降
化
す
る
方
向

が
、
そ
れ
で
あ
る
。

東
洋
レ
l
s
y
は、

名
古
屋
南
部
地
区
で
、
東
海
製
鉄
と
結
び
つ
い
た
コ
l

グ
ス
炉
ガ
ス

(
C
O
G
)
の
利
用
か
ら
、

ま
た
出
光
興
産
、

東
軍
合
成
と
結
ん
で
、
出
光
・
東
レ
石
油
化
学
(
仮
称
)
の
建
設
か
ら
、

石
油
化
学
に
、
自
ら
の
り
だ
す
計
画
を
も
っ
て

い
る
。
帝
人
も
、
千
葉
で
、
川
鉄
と
結
び
つ
い
て
、

C
O
G
化
学
に
の
り
だ
す
計
画
を
も
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
、
日
石
と
根
岸

2

Y
ピ
ナ
l
ト
へ
の
参
加
を
表
明
し
て
い
る
。
旭
化
成
は
、
エ
チ
レ

y
五
万
ト

γ
規
模
で
、
ナ
フ
+
セ
ソ
タ
ー
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
軸
に
、

エ
ヲ
レ
γ
、
デ
ロ
ピ
レ
ン
、
プ
チ
レ
ン
の
各
種
誘
導
品
を
自
社
生
産
し
、
石
油
化
学
に
積
極
的
に
の
り
だ
す
こ
と
壱
、
決
定
し
た
と
い
わ

c
o
G化
学
、



れ
て
い
る
。
主
た
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ソ
は
、
す
で
に
、
新
潟
県
中
条
で
、
天
然
ガ
ス
化
学
(
協
和
ガ
ス
化
学
を
設
立
〕
に
の
り
だ
し
、
中
本
鉱

業
か
ら
天
然
ガ
月
の
供
給
を
う
け
、
こ
れ
を
出
発
原
料
に
、
ア
セ
チ
レ
ン

l
酢
酸
ピ
ニ
ル
(
協
和
ガ
λ

化
学

)
lポ
り
ピ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

(
中
条
工
場
)
を
つ
く
り
、
ピ
ニ
ロ
Y

の
基
礎
原
料
か
ら
糸
ま
で
の
、
一
貫
生
産
体
系
を
完
結
し
た
の
ま
た
、
同
社
は
、
水
島
で
、
三
菱

石
油
か
ら
ナ
フ
サ
の
供
給
そ
う
け
、
石
油
化
学
に
の
り
だ
す
考
え
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

合
織
を
把
握
し
た
繊
維
(
化
繊
)
の
大
企
業
の
一
部
で
は
(
先
発
メ
ー
カ
ー
〉
、

基
礎
原
料
部
門
掌
握
を
志
向
し
、
行
動
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
h

つ
に
、

繊
維
原
料
部
門
の
把
握
か
ら
、

女
工
り
に

第
二
の
方
向
は
、
繊
維
原
料
部
門
、
さ
ら
に
は
基
礎
原
料
部
門
の
掌
握
か
ら
、
必
須
化
す
る
横
へ
の
発
展
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
料

化
学
部
門
の
掌
握
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
、
副
産
物
利
用
部
門
へ
の
展
開
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

原
料
化
学
部
門
の
建
設
に
は
、
装
置
工
業
の
特
性
か
ら
、
当
然
、
一
定
の
経
済
規
模
以
上
の
ス
ケ
ー
ル
が
、
要
求
さ
れ
る
。
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
第
一
の
方
法
に
は
、
量
産
化
が
あ
る
。
だ
が
、
大
巾
の
コ
旦
ト
ダ
ウ
γ
壱
指
向
す
る
原
料
化
学
部
門
に
は
、
合
繊
原
料
の
提
供
壱

対
象
と
し
た
だ
け
で
は
、
こ
の
量
産
化
が
要
求
さ
れ
る
原
料
化
学
部
門
の
需
要
部
門
と
し
て
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

の
量
産
化
が
要
求
さ
れ
る
原
料
化
学
部
門
を
把
握
す
る
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
の
掌
握
が
、
必
須
課
題
と
な
。
て
く
る
。
と
い
う
の

は
、
現
在
、
合
成
高
分
子
物
は
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
、
合
成
樹
脂
(
プ
ラ
ス
チ
グ
ク
)
、
合
成
繊
維
、
合
成
。
コ
ム
仁
、
分
類
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
一
二
つ
は
、
そ
ノ
マ
ー
ま
で
は
共
通
で
あ
り
、
合
成
高
分
子
物
が
、
任
意
の
形
の
平
面
、
ま
た
は
立
体
に
成
型
さ
れ
た
も
の
が
、

.
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
り
、
細
い
糸
に
さ
れ
た
も
の
が
、
合
成
繊
維
で
あ
り
、
蝉
力
性
を
も
つ
も
の
が
、
合
成
ゴ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と

く
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
合
成
繊
維
は
、
同
じ
合
成
高
分
子
物
が
、
加
工
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
形
態
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

こ
の
よ
う
に
、
合
繊
原
料
化
学
部
門
壱
把
握
す
る
と
、
原
料
コ
ス
ト
の
引
下
げ
志
向
か
ら
、
当
然
の
行
動
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部

日
木
の
合
総
産
業
に
お
け
る
若
干
同
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

七
回

第
五
号

ノ1
七



日
木
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

九
第
十
四
巻

三
七
五

第
五
号

ノ¥
丹、

門
へ
の
木
格
的
展
開
が
、
必
須
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
へ
の
展
開
は
、
容
易
な
こ
、
ど
で
は

な
い
。
合
繊
と
し
て
加
工
さ
れ
る
合
成
高
分
子
物
壱
、
ヅ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
加
工
す
る
に
は
、
そ
の
合
成
高
分
子
物
の
価
格
が
、
現
在
よ
り

も
、
は
る
か
に
低
廉
な
価
格
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
、
高
い
価
格
の
合
成
高
分
子
物
が
、
合
繊
任
し
て
、
安
い
価

格
の
合
成
高
分
子
物
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
適
し
、
そ
れ
ぞ
れ
加
工
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
た
lr一
え
、
性
質
・
用
途
に
相
違
は
あ

っ
て
も
、
合
織
に
加
工
さ
れ
る
合
成
高
分
子
物
を
加
工
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
グ
が
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ヅ
グ
と
対
抗
し
、
そ
じ
て
、
こ
の
プ
ラ

ス
チ
γ

ク
部
門
壱
、
経
済
的
に
成
立
さ
せ
る
に
は
、
大
巾
の
コ
月
ト
ダ
ウ
Y
が
、
当
然
要
求
吉
れ
る
で
あ
ろ
う
。

副
産
物
利
用
部
門
へ
の
展
開
。
合
成
プ
ロ
セ
ス
を
運
営
す
れ
ば
、
当
然
、
ご
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
多
数
の
副
産
物
・
く
ず
物
が
生
成
す

る
。
そ
し
て
、
一
般
に
、
こ
の
副
産
物
・
く
ず
物
の
有
効
利
用
は
、
化
学
部
門
の
発
達
に
と
っ
て
、
決
定
的
に
重
要
な
経
済
的
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
技
術
的
・
経
済
的
合
理
性
の
追
求
か
ら
、
必
然
的
に
副
産
物
、
く
ず
物
の
有
効
利
用
に
基
つ
く
多
角
化
が
生
ま
れ
、

原
料
化
学
部
門
を
掌
握
し
た
合
繊
企
業
が
、
合
成
プ
ロ
セ
ス
で
生
成
す
る
副
産
物
・
〈
ず
物
を
、
総
合
的
に
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
、
広

汎
な
合
成
化
学
部
門
へ
の
展
開
は
、
必
須
の
課
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
副
産
物
利
用
の
合
成
化
学
部
門
の
建
設
に
は
、
た
、
と
え
ば
、

ラ
グ
タ
ム
製
造
の
さ
い
、
大
量
に
副
生
し
、
し
か
も
今
円
永
続
的
な
過
剰
生
産
に
な
や
む
硫
安
の
場
合
の
如
く
、
数
多
〈
の
解
決
す
へ
音

問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、
と
の
硫
安
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
既
存
化
学
部
門
の
合
理
化
、
と
し
て
、
既
存
の
化
学
部
門
(
と
れ
壱
担
当
す
る

企
業
)
壱
利
用
す
る
と
い
っ
た
形
で
、
こ
の
問
題
を
、
解
決
す
る
の
が
、
も
っ
と
も
妥
当
な
方
向
で
あ
弔
う
。

モ
ノ
マ

l
の
合
成
、
ポ
リ
マ
I
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
七
ス
壱
化
学
の
大
企
業
が
営
み
、
こ
の
合
成
高
分
子
物
を
利
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
、
つ
主
り
繊
維
牝
の
プ
ロ
セ
月
だ
け
事
掌
握
す
る

こ
の
よ
う
に
、
合
織
の
把
握
か
ら
、
繊
維
の
大
企
業
は
、

と
い
っ
た
タ
イ
ヅ
か
ら
、

繊
維
原
料
で
あ
る
ポ
リ
マ

1
の
製
造
。
プ
ロ
セ
ス
を
、

自
己
の
体
内
に
建
設
す
る
タ
イ
プ
を
と
り
つ
つ
あ
る
。



な
お
、
と
の
さ
い
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
合
織
、
化
学
の
合
作
会
社
が
、
担
当
す
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
モ
ノ
マ

l
合
成
の
ロ
フ
ロ
セ

ス
ま
で
自
ら
営
む
か
、
あ
る
い
は
化
学
な
ど
の
諸
企
業
と
の
合
作
で
、
こ
の
部
門
を
建
設
す
る
方
向
に
進
む
。
そ
し
て
、
こ
の
ポ
リ
マ

1

の
製
造
、
そ
ノ
マ
ー
の
形
成
の
二
工
程
の
把
握
か
ら
、
生
成
す
る
副
産
物
の
利
用
部
門
に
展
開
す
る
。
こ
う
し
て
、
い
ち
早
く
合
織
を
把

握
し
た
繊
維
の
大
企
業
は
、
化
繊
の

n
よ
り
繊
維
型
υ
か
ら
、

n
よ
り
化
学
刑
T
K、
そ
の
企
業
性
絡
を
転
質
吉
晴
て
き
た
合
繊
生
産
か

ら
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
合
織
の
原
料
化
学
部
門
の
掌
握
を
契
機
に
、
合
紘
を
化
学
部
門
の
一
環
と
し
て
組
み
入
れ
た

n糸
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

グ
H

を
中
心
と
し
た
H
総
合
化
学
型
4

へ
の
脱
皮
を
指
向
し
て
、
行
動
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の

n
総
合
化
学
型
u
へ
の
脱
皮
は
、
東
レ
、
帝
人
と
い
っ
た
繊
維
の
大
企
業
に
と
っ
て
も
、
容
易
な
と
と
で
は
な
い
。

ま
ず
第
一
に
、
東
レ
に
せ
よ
、
帝
人
に
せ
よ
、
最
新
の
化
学
技
術
を
必
要
と
す
る
原
料
一
貫
・
総
合
化
の
技
術
的
蓄
積
が
な
い
。
化
学
企

業
が
、
総
合
化
の
一
環
と
し
て
の
糸
の
把
握
に
成
功
し
て
も
、
繊
維
企
業
が
、
化
・
合
織
の
把
握
か
ら
、

H

総
合
化
学
型
μ

へ
の
脱
皮
仁

成
功
し
た
前
例
が
み
う
け
ら
れ
な
い
の
も
、
繊
維
企
業
に
、
化
学
の
技
術
的
蓄
積
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
帝
人
で
、
こ
れ
ま
で
の

n
東
レ
を
追
い
こ
せ
H

か
ら
、
最
近
H
H

旭
化
成
に
ぬ
か
れ
る
な
μ

と
い
う
こ
と
が
聞
か
れ
る
の
も
、
旭
化
成
で
人
と
物
の
両
国
か
ら
み
て
、

化
学
の
技
術
的
蓄
積
が
大
き
い
こ
と
に
あ
る
。
合
織
を
把
握
し
た
繊
維
の
大
企
業
が
、

n
総
合
化
学
型
u

へ
の
脱
皮
で
、
ま
ず
第
一
に
解

決
す
べ
き
課
題
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
、
合
繊
企
業
に
と
っ
て
も
、
こ
の
原
料
化
学
部
門
な
ど
、
新
し
い
合
成
化
学
部
門
の
自
己
体
内
建
設
に
は
、
ば
く
だ
い
な
資
本
を

必
要
と
す
る
。
ナ
イ
ロ
ソ
で
は
、
東
レ
の
生
産
能
力
は
、
デ
ュ
ポ
ソ
、

ケ
ム
ス
ト
ラ

γ
ド
に
つ
い
で
、
第
三
位
で
あ
り
、
帝
人
、
東
レ
の

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
(
テ
ト
ロ
ン
)
の
生
産
能
力
は
、
デ
ュ
ポ
戸
、

I
C
I
に
つ
ぎ
、
ま
た
本
年
度
拡
張
計
画
に
よ
れ
ば
、

帝
人
は
、

I
C
I
 

を
抜
き
第
二
位
で
あ
り
、
東
レ
、
帝
人
は
、
合
繊
で
は
、
国
際
的
に
第
一
級
の
規
模
壱
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
企
業
規
模
に
つ
い
て
み
る

日
本
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
周
扇
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

七
ノ、

第
主
号

ノ¥
九



百
本
の
合
繊
産
業
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て

第
九
十
四
巻

=
一
七
七

第
五
号

;IL 
O 

と
、
東

v
の
売
上
高
は
、
デ
ー
ポ
V
J

の
売
上
高
の
八
分
の
一
規
模
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
デ
ェ
ポ

γ
、
I
C
ー
な
ど
、
欧
米
の
化
学
独

占
で
は
、
設
備
投
資
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
資
金
す
ら
、
自
己
金
融
で
賄
っ
て
い
る
の
に
、
東
V

に
せ
よ
、
帝
人
に
せ
よ
、
ば
く
だ
い
な
超

過
利
潤
を
獲
得
し
え
て
も
、
合
織
の
国
際
的
第
一
級
規
模
へ
の
高
度
成
長
か
ら
、
設
備
資
金
を
借
入
金
に
依
存
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

現
勢
に
数
倍
す
る
デ
ュ
ポ
Y
型
の

n
総
合
化
学
型
4

へ
の
脱
皮
に
は
、
資
本
の
商
で
も
、
大
き
な
障
害
が
横
わ
っ
て
い
る
。

n
総
合
化
学

型
“
へ
の
脱
皮
は
、
日
本
の
繊
維
の
大
企
業
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
け
わ
し
い
道
な
の
で
あ
る
。


